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ReconstructionandPalaeoecologyoftheHoloceneWetlandForests

intheSouthernPartoftheMikataLowlandalongtheJapanSea

要旨三方断層に接する三方低地帯南部の約3500-3000年前の木本泥炭（Ｅ層）と約2000年

前以後の草本泥炭（Ｂ層）から得られた木材化石群を記載し，分類群および幹･枝材と根材の同

定にもとづいて低地中央部から縁辺の植生を復元した｡Ｅ層上部の木材化石群は,ハンノキ亜属

とトネリコ属を主とする湿地林が低地に成立していたことを示した。低地におけるこの森林は

約3000年前，何らかの理由によって衰退した。Ｂ層の木材化石群はハンノキ亜属を主とする湿

地林が低地の一部に発達していたことを示した｡Ｅ層とＢ層いずれも低地縁辺の木材化石群は，

上述の湿地林要素とスギやクロペといった針葉樹の共存を示した。
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１．はじめに

三方低地帯南部の黒田（くろた）から岩屋にかけてのポケット状の低地では，地元では根木と呼ばれる

立株や横倒しの根株が古くから知られ，低地にかつて森林が存在したらしいということが地元民の間に語

り継がれてきた。また，水路からは板・柱などの建築材や擢などの加工木製品群が場所によっては多量に

出土することが知られ，江端（えぱた）遺跡と命名されている。筆者らは，1988.1989両年にわたる低地

北部の黒田地区の圃場整備工事が実施された際，重機によって掘り出された多量の埋没株や水路に露出し

た表層部の地層断面を観察することができた。さらに平行して実施された江端遺跡のトレンチ発掘による
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確認調査にも参加することができた。その結果，埋没株を含む泥炭層が２層に区分され，いずれも低地の

広範囲に分布すること，泥炭層には埋没株以外にも多量の木材化石群を含むことを確かめた。その調査の

概要は江端遺跡の発掘調査報告書に簡単に報告した（辻･植田，1991)。本論文は，それらの観察結果およ

び採取した木材化石試料の樹種同定の結果を記載し，低地に存在した森林の復元とその古生態を考察した

ものである。なお，水路から重機で掘り出されたおびただしいスギの埋没立株については年輪年代学的手

法などを用いて別途に研究を進めているので，その成果は別論文に譲ることにする。

この研究の機会を与えていただいた三方町教育委員会の田辺常博氏，東北大学理学部の鈴木三男氏に感

謝します。また，放射性炭素年代を測定していただいた学習院大学理学部の木越邦彦氏，現地調査に協力

いただいた大阪市立大学の住田雅和，京都大学の大井信夫と小島夏彦の各氏に感謝します。

2．調査地域の概要と地質層序

１）調査地域の概要

調査地は三方低地帯南部の西側に奥まった低地の北半部で，黒田地区のほぼ全域にあたり，北緯35.31'，

東経135.53',標高20～22ｍに位置する(Fig.1)｡三方低地帯の形成過程と地殻変動については岡田(1984）

の詳細な研究があり，三方低地帯の形成が東縁の三方断層の活動と密接な関係をもつことが明らかにされ

た。それによれば，三方五湖や本研究で対象とする南部の袋状の埋積谷は，東高西低すなわち東上がり西

下がりの傾動的沈降の継続によって形成されたと考えられている。

三方低地帯の西側の低地では，湖沼成堆積物の下位に，鳥浜貝塚，牛屋遺跡，ユリ遺跡，北寺遺跡，そ

れに南部の江端遺跡など，縄文時代以降の遺構・遺物を包含する遺跡が埋没していることがよく知られて

いる（三方町史編集委員会編，1990)。本調査地を含む低地帯南部では弥生時代から奈良･平安にかけての

遺跡が確認されているが，調査地内に分布するものは江端遺跡だけである。この遺跡は調査地の南西部の

ＭＫＴ－７周辺（Fig.1）に広がりがあるが，木製農具や板材が確認されているのみで，その範囲や時代につ

いてははっきりしていない（田辺，1991)。

黒田一帯の埋没立株については岡田(1984)が簡単な産状と1970±100および1420±80ｙＢＰという２点

の株の放射性炭素年代測定値を報告した。その後，高原ほか（1988）や高原･竹岡（1990）は，1986～1987

年にかけて実施された黒田川より南部の圃場整備工事の際に掘り出された埋没木の樹種，放射性炭素年代

Ｆｉｇ．１Localitymapofthestudysites
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および花粉分析結果を報告し，約3000年前,過湿な立地にスギが最も優勢でハンノキ属が混成する森林が

成立していたとした。しかし，これらは地表部の立株か掘り出された埋没株のみを対象とし，層序や包含

層位，古地理変遷の中での位置づけにはまったく触れていない。

２）地質層序

地層断面の観察は，圃場整備工事の際に掘削された東西方向および南北方向の水路の断面，および江端

遺跡の確認のために発掘調査されたトレンチの断面について行った。調査地域における模式柱状図をＦｉｇ．

２に，木材化石群を検討した１１地点および発掘調査ではＤトレンチと呼ばれたＭＫＴ－７における地質柱

状図をFig.４に示した。ＤトレンチすなわちＭＫＴ－７では，この地域の地質層序を模式的に観察すること

ができた(Fig.３のＡ)。

観察された堆積物は，岩相にもとづいて，上位からＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５層に区分された。

Ｅ層：木材遺体やその他の雑多な木本性の植物遺体からなる未分解質の木本泥炭によって構成される。含

水量がきわめて高く葉理はまったく認められない。スギに同定された立株や横倒しの根株が各所で確認さ

れる。ＭＫＴ－ｌ２では木本泥炭から砂･泥を含む泥炭質堆積物への岩相変化が認められる。ＭＫＴ－３におけ

る本層上部のスギ立株とトネリコ属幹・枝材の放射性炭素年代は，それぞれ3150±80ｙＢＰ(GaK-14907)，

3470±８０ｙＢＰ(GaK-l4908)，またＭＫＴ－１１の本層上部のトネリコ属根材のそれは3080±９０ｙＢＰ(GaK-

14909)と測定された。これらの年代値は，Ｅ層の上限が約3000年前であることを示す。

Ｄ層：木材遺体や雑多な植物遺体からなるＥ層と同質の未分解質の木本泥炭から構成されるが，しばしば

シルト質となるか，シルトの小ブロックを包含する。また下位のＥ層および上位のＣ層との境界が不規則

な凹凸を呈する。

ｃ層：泥炭質シルトあるいは灰色シルトからなるが,上部と下部は泥炭質シルトからなり，中部は灰色シル

トからなるのがふつうである。泥炭質シルトには明瞭な葉理が認められ，しばしば葉などの植物遺体の細

片が密集する葉理も認められる。まれに木材化石を包含する。最下部からはしばしばおびただしい加工木

製品群が出土する。木製品は板・柱材のほか，擢など多岐にわたるが，いずれもほぼ北西一南東方向に向

いて横たわっていることから，水流によって運搬されてきたことを示唆する。ＭＫＴ－７では板材が同方向

に横たわっている様子が観察された(Fig.３のＡ)。

Ｂ層：暗褐色の未分解ないし弱分解の草本泥炭からなる。しばしば細い根を泥炭中に張る埋没株が認めら

れる。泥炭層には明瞭な葉理が認められ，場所によって岩相の変化が著しく，泥炭・泥炭質シルト・シル

トの互層になることがある。ＭＫＴ－９の200ｍ西方における本層中部の泥炭からは奈良時代あるいはそれ

以降のものとみられる木製の田下駄一対が出土した。

Ａ層：灰色の砂質シルトからなる。岩相によって２層に細分される場合があるが，この際の上部の約1５
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Fi質.３ThesectionsoftrenchesatMKT-7(Ａ）ａｎｄＭＫＴ－２(Ｂ）

cｍは現在の水田耕作土である。ＭＫＴ－１２のような低地縁辺部では崖錐性の砂操を主とする粗粒砕屑物

によって構成される。

3．木材化石群

１）試料と方法

木材化石群はＭＫＴ－１，－２，－３，－４，－５，－６，－８，－９，－１１，－１２，－１４の１１地点において採取した。採

取層準はFig.４に示したように，Ｅ層，Ｃ層，およびＢ層の３層準である。MKT-2では，Fig.３のＢに

示したように，幹をともなわないものの明らかに１個体と分かる株がＥ層上部に埋没していたので採取し

た。MKT-11では，ほぼ南北にのびる水路に沿って９ｍの範囲の地層断面で確認された直径１ｃｍ以上の

木材をすべて位置を記録して採取した。その際，南端を基点０ｍとした。それ以外の９地点では，水路に

沿って約３ｍの範囲内の地層断面に見出された直径１ｃｍ以上の木材化石を試料として採取した。
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木材化石の樹種同定は，横・接線・放射断面の３方向の切片をとり，ガムクロラールで封入した切片標

本について光学顕微鏡下で行った。樹種同定に用いた木材化石標本にはＦＫＴを冠した標本番号を付け

た。木材化石標本(立株標本が含まれる）・切片標本はすべて大阪市立大学理学部植物分類学研究室に保管

した。

２）木材化石群の記載

木材化石の樹種同定の結果をＴａｂｌｅｌに，ＭＫＴ－１１を除く１０地点の層準ごとの主要な樹種の個数ダイ

アグラムをFig.５に示した。低地縁辺から低地中央部への変化が分かるように，図の左側に低地縁辺の地

点を，右側に低地中央部の地点を配置してある。また，採取方法の異なるＭＫＴ－１１については，水路に

沿った長さ９ｍ範囲での主要樹種の個数の変化を１ｍごとに集計してFig.６に示した。

Ｅ層の木材化石群は，針葉樹の６分類群と広葉樹の１９分類群からなる。これらのうち，幹･枝材と根材

がともに同定されたものは，スギ，クロペＴＡ”s”"ｄｉｓｈ"，ヒノキ科Cupressaceae，針葉樹，ハンノキ

属ハンノキ亜属Ａ/刀潅subgen.Ａ/"z‘s，モチノキ属〃とx，アセピ”ﾌfsﾉﾋZPo"”，エゴノキ属Ｓ４ｙｍｘ，ト

ネリコ属Ｆ極加z4sであった。根材のみが同定されたものにヒノキ属Ｃ加加aec〕ゆα流がある。これらのう

ちハンノキ属ハンノキ亜属とトネリコ属は幹・枝材と根材がともに量的に圧倒し，低地縁辺から低地中央

部にわたって広範に産出する。これに対して，スギ，クロペ，ヒノキ属，ヒノキ科といった針葉樹は低地

縁辺に産出する。幹・枝材のみであるが，モミ属A6iBs，コナラ属アカガシ亜属Ｑｚ４ｅ元z4ssubgen．

Ｑﾉcﾉo6ajα””sis，シイノキ属ａｓ”Qpsfs，フジ属WKs陀施も同様の傾向を示す。山地斜面にもっとも近接

するＭＫＴ‐１２では，さらにカエデ属Aceγ，サカキαeye、”01z”，イボタノキ属Ljgz4s”"などを伴

い，針葉樹･広葉樹ともに種類数が多い。低地中央部でむしろ目立つ植物群としてアジサイ属Ｈｗ、"9Ｆα，

グミ属Ｅ"“gﾌzz4s，エゴノキ属が上げられる。

ＭＫＴ－１１におけるＥ層の木材化石群は，ハンノキ属ハンノキ亜属とトネリコ属の根材の多産によって

特徴づけられる。水路に沿う９ｍの範囲内では，中央部にトネリコ属が，その両側すなわち南側と北側に

ハンノキ亜属が集中する傾向がある。モチノキ属は南側の１ｍ範囲内に集中する。幹・枝材が根材の集中

域に産出する傾向がある。このような産状は，根材と幹・枝材の集中域が個体の分布域であることを示唆

している。

ｃ層の木材化石群は種類･丑ともに少なく，スギ，クロベ，ヒノキ属，ハンノキ属ハンノキ亜属，アジサ

イ属を稀に産するにすぎない。Ｅ層でふつうに産したトネリコ属は見られない。

Ｂ層の木材化石群は，針葉樹の６分類群，広葉樹の７分類群からなる。これらのうち，幹・枝材と根材

がともに同定されたものは，スギ，クロベ，ハンノキ属ハンノキ亜属，トネリコ属の４分類群であった。

根材のみが同定されたものはヒノキ属とアセビであった。ＭＫＴ－１１のみであるが，二次林の象徴にされる

堂1５０－
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Alnussubgen・Ａｌnus（R）５０２８７１７８９４３２９１＊Ｉ８４８１１７２２７

Ｑｕｅ｢cussubgen・Cyclobalanopsis（S）５

CastaneacrenataSieb‘ｅｔＺｕｃｃ．（S）ll

Castanopsis（S）７

Magnolia（S）l

Hydr a n g e a （ S ）lll

Prunus（S）

Wist e r i a （ S ）１７１１l3

Sapiumjaponicum（SiehetZucc.）

PaxetHoffnl（S）

l lex（S）２１

Ilex（R）ｌ６

Ａｃｅｒ（S）l6

CIeye｢ajaponicaThunb．（S）２

E la e a g n us（S）l

Pierisjaponica（Thunb.）Ｄ・Don（S）

Picrisjaponica（Thunb.）Ｄ・Don（R）４１

Lyoniaovalifolia（Wall）Drude

var・eIlptica（Sieb･ｅｔＺｕｃｃ.）

Hand-Mazz．（S）

S tyrax（S）ｌ２

Ｓｔｙｒａｘ（ R）２

Ligustrum（S）

Fraxinus（S）1２４１２２２９７１３１２１８２１

Fraxinus（R）1２１１０３１０１３７

ＴａｂｌｅｌＴｈｅｌｉｓｔａｎｄｎｕｍｂｅｒｓｏｆｗｏｏｄｆossilsobtainedfromB，Ｃ，ａｎｄＥｂｅｄｓ

閃
吃

Ｌｏｃａｌｉｔｉｅｓａｎｄｈｏｒｉｚｏｎｓ

こともあるアカマツＰＹ”ｚ４ｓｄ"zsi/7ｂｍが産出した。ハンノキ属ハンノキ亜属は多少の量的変動はあるもの

の低地縁辺・中央部ともに多いこと，スギなど針葉樹が縁辺に産出する傾向があることはＥ層の場合と共

通するが，トネリコ属が乏しいことと，全般に分類群数が少ないことでＥ層とは異なる。

脈T-l4ⅧT-l2棚T－６１０<T-lllO<T－４肌T-3ⅧＴ－２Ｍ<T-l脈T－５棚T-8ⅧT-９

－－－－－－－－－■－

ＢＥＢＥＢＢＣＥＥＢＣＥＥＢＣＥＥＢＥＢ

6６

1１２１０８２５１４８８７１２４８３２９４５０１２１０７０６３７２７５８２

＊：Stump（S）：Ｓｔｅｍａｎｄｓｔｉｃｋ（R）：Ｒｏｏｔ

Total
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Ｈｏｒｉｚｏｎ

Ｌｏｃｏｌｉ↑ｙ

４６/ｅｓ

ＭＫＴ－

ｌ４１２６３１８９

C〃p/O/77er/Ｏ
／ｏｐｏ/7/ＣＯ
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福井県三方低地帯南部における完新世湿地林の復元と古生態（辻誠一郎ほか）

Mﾉﾉｓ/ｅｒ/Ｏ

Ｓ/ｙｒｏＸ

戸ｒロノrﾉﾉﾌＵｓ

ＯｕｅｒｃＵｓｓｕｂ９ｅｎ.．
Cyc/oｸo/ひﾉﾌ゙qpsﾉｓ

ＣＯＳ/Ｏ〃Ｏｐｓ/ｓ

４／ﾉﾌ゙ｕｓｓｕｂ９ｅｎ．
４/ﾉﾌ゙Ｕｓ

1）木材化石群の保存性と植生復元の方法

水路に沿った１１地点における木材化石群の種構成および幹･枝材と根材の産状から，現地性の高い場合

には，針葉樹は根張りと幹をもつ株として保存されることが多いが，広葉樹は株として保存されることは

ほとんどないという産状の違いが指摘される。すなわち，ハンノキ属ハンノキ亜属とトネリコ属の２分類

群は，個数が多い上，幹･枝材と根材が同程度か後者の方が量的に上回ったが，これらの分類群が根を張っ

た状態の立株で見出された例は，ＭＫＴ－２のＥ層上部のハンノキ亜属の１例だけである(Fig.３のＢ)。こ

れに対して，ＭＫＴ－３のＥ層のスギ立株のように，スギやヒノキ属といった針葉樹は，根張りと幹をもっ

た明瞭な株として産出することが多い。本研究では泥炭層に含まれる木材化石群を対象としたために，ス

ギの産状にはほとんど触れていないが，高原・竹岡（1990）が報告した低地南部での掘り出された多量の

スギ埋没木のほとんどは幹をもった根張りの株であった。このような針葉樹と広葉樹に見られる産状の違

いは，広葉樹のほとんどが組織の軟化を受けているのに対して針葉樹ではほとんど軟化が認められないよ

うに，木材組織の保存性の程度の違いを反映しているといえる。

０
０
０

３
２
１
０

皿Ｓ↑ump且ROC↑ □Ｓ↑emonds↑ick

Fig、５ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｗｏｏｄｆｏｓｓｉｌｓａｔｅａｃｈｓｉtｅｅｘｃｅｐｔＭＫＴ－１１
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９ｍｌｏｎｇｔｒｅｎｃｈｓｅｃｔｉｏｎａｔＭＫＴ－１１

成立していた森林を復元する際に，このような樹種による組織の保存性の違いは充分に考慮されなけれ

ばならない。森林をそのまま保存しているとしばしば言われる埋没林やそれを包含する森林泥炭，あるい

は木本泥炭の古植物・古生態学的調査においては，埋没立株とともにそれを包含する森林泥炭あるいは木

本泥炭に含まれる木材化石群の産状と組成を記載する必要性を示している。

２）森林植生の復元

Ｅ層の形成をもたらした当時の森林植生について考えてみよう。ＭＫＴ－１２の山地斜面に近接する地点

では無機砕屑物を含む泥炭質堆積物となるが，それ以外では木本泥炭からなることから，低地一帯に森林

が成立していたことが明らかである。幹・枝材と根材を共に産出あるいは根材の産出，および縁辺から離

れた中央部での幹・枝材の産出に着目すると，低地中央部から縁辺にかけてはハンノキ亜属とトネリコ属

が森林の主要素で，中央部ではエゴノキ属，グミ属，アジサイ属，モクレン属/MZzg”oノヵを随伴し，縁辺で

はスギ，クロベを含むヒノキ科も主要素に加わり，モチノキ属，フジ属，アセピ，ネジキLyoれわ０２ﾉα/加jjZz

var．ｅ"P"Ｃａを随伴する森林が復元される。このことから，低地にはハンノキーシオジ林あるいはハンノ

キーヤチダモ林に類似の植生が成立し，縁辺では地下水位の低下とともにスギやクロペなども加わった植

生が成立していたといえる。ＭＫＴ－ｌ２ではモミ属，クマシデ属イヌシデ節Ｑｚゆ"z4ssect.Ｅ邸cαゆi"z4s，コ

ナラ属アカガシ亜属，シイノキ属，クリQzs如邦ｅａｃ”〃α舷，カエデ属，サカキが加わり，著しく種数が多

くなるが，木本泥炭が泥炭質堆積物に岩相変化することから，これは近接する山地斜面の森林植生を反映

したものと判断され，斜面の植生として照葉樹林要素を含む暖温帯性の森林が復元される。

これに対してＢ層形成期の植生は，木材化石群の構成種数･個体数がともに乏しいこと，堆積物は基本

的には草本泥炭からなること，およびハンノキ亜属材がＭＫＴ－８，９や-14に偏ることから，主に草本類が

繁茂し，ハンノキ亜属からなる湿地林を部分的にもつ湿地であったことが示唆される。縁辺で針葉樹が主

になることはＥ層の場合と類似するが，全般にトネリコ属がわずかとなり，エゴノキ属はほとんど見られ

０ ９ｍ
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なくなった。これらのことは，Ｅ層形成期に比べて地下水位が高い環境であったことを示している。

以上のように，Ｅ層およびＢ層堆積期の復元植生は低地縁辺でハンノキ亜属，トネリコ属にスギやクロ

ベといった針葉樹を交えるという今日ではほとんど見られないものであった。三方低地帯中部の牛屋遺跡

におけるＨ層および，。Ｃ層堆積期の復元植生（辻ほか，1991）にそれぞれ類似性が高い。牛屋遺跡では，

スギ，ハンノキ亜属，トネリコ属のほかにツバキ属α籾e"わやアカガシ亜属，シイノキ属など照葉樹林の

要素が多種混在していたが，これは山地斜面に近接していたためであろう。また，近江盆地北部の余呉低

地帯で見出された約4500～3500年前の木材化石群から復元された植生(辻ほか，1994）も，トネリコ属と

ハンノキ亜属が卓越するという点で本調査地のＥ層の復元植生と類似性が高い。これらのことは，三方低

地帯だけでなく山地を隔てた内陸域にまで広く類似した植生が成立していたことを裏付ける。

３）低地の環境変遷

調査地で確認された５層の層序区分単位は，上述したようにそれぞれ明瞭に識別できる特徴をもってお

り，堆積環境の急激な変化が少なくとも３回あったことを示している。

その最初のものはＥ層からＣ層への変化である。Ｅ層は調査地全域にわたって木本泥炭からなるの

で，森林で生産された植物遺体が完全に分解しない程度の還元状態を維持しうる湿地ではあっても，地表

が水没するような状態ではなかったといえる。このような堆積環境は，すでに辻（1992）が指摘したよう

に関東平野の低地縁辺や開析谷で確認された木本泥炭の堆積環境と共通するもので，弱アルカリから中性

かつ好気的な環境であった可能性が高い。これに対してＣ層は，シルトあるいはシルト質堆積物からなり，

細かな葉理も認められることから，水流のある池沼の環境を示す。両層に挟まるＤ層は調査地南部でしか

認められないが，Ｅ層と同質の木本泥炭からなるがシルトのブロックを含むこと，Ｅ層およびＣ層との境

界が平坦ではないことから，Ｅ層堆積時に堆積物の撹乱と堆積環境の変化をほぼ同時に引き起こす事件が

あったことが示唆される。三方低地帯の形成，とりわけ西側の袋状埋積谷の形成が三方断層の活動と深く

関係していることから(岡田，1984)，この事件は比較的規模の大きい地震である可能性が高い。木本泥炭

の最上部の放射性炭素年代から，この事件の年代は約3000年前と見積もることができる。Ｃ層基底部に集

中する加工木製品群の時期が明瞭ではないが，鋭利な刃物による加工痕から弥生時代後期以降と想定され

ており（田辺，1991)，事件と池沼堆積物による埋積には時間間隙が予想される。加工木製品や埋積物の時

期などを詳細にした上で，改めて事件の実体について議論されるべきだろう。

第２はＣ層からＢ層への変化で，池沼から草本類が繁茂する湿地への堆積環境の急変を示す。Ｂ層は草

本泥炭からなり，後述するようにＥ層堆積期のような森林植生は成立していなかったので，急激ではあっ

ても若干の池沼水面の低下によって説明することができる。原因については岡田（1984）が指摘するよう

に海面変動との関係を検討する必要がある。

第３はＢ層からＡ層への変化で，最初のＥ層からＣ層への変化と同じような地震によるものか，水田

耕作などのための人為的な土地改変による可能性がある。この変化の時期と原因に関わる資料は今のとこ

ろきわめて乏しい。
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書評：戸部博．1994．植物自然史．188pp・朝倉書店．

書名の「植物自然史」の史はまさに歴史を意味している。その点で，自然史と名打っていながら歴史に

はほとんど触れない書とは基本的に異なる。著者は現在，京都大学総合人間学部自然環境学科の教授で，

長年にわたって主として組織解剖学的手法による系統分類・進化の研究を押し進めてきた。その著者は直

接植物化石を研究対象としてこなかったが，千葉大学の助手時代に，中生代の陸上植物の分類系統学的研

究をベースにしたシダ植物・種子植物の系統進化の第一人者である西田誠氏のもとにおられたためか，

植物化石研究にもとづく系統進化に造詣が深い。著者自身「もともとは自然の中における（陸上）植物の

位置と歴史を解説することを主眼にしたもの」という。形質形態にもとづく植物の系統進化に関する概説

書がほとんど洋書であったため，このような陸上植物の歴史に関する和書が世に出たことはまことに喜ば

しいことである。

本書の構成は，著者が言うように「陸上植物の歴史を，ページを追うごとに，過去，現在，未来へと連

続的に追跡できるように｣，１.陸上植物の始まり，２.初期の陸上植物たち，３.コケ植物の世界，４.維管束

植物とは何か，５.化石で知られる初期の無種子植物，６.無種子植物，７.種子の始まり，８.絶滅した裸子植

物，９.現在の裸子植物，１０.被子植物の始まり，１１.被子植物の多様性，１２.被子植物の分類と系統，13.種

の絶滅と未来，の１３章からなっている。

著者が述べるように本書は，簡単にさらさらと読んで「植物の世界全体が分かったつもりになれる」よ

うな本，あるいは興味のあるテーマのところだけを拾い読みして，そのテーマに関しては「最も新しい情

報に通じているようなつもりになれる」ような本を目指して書かれている。それだけのことはあって，項

目の立て方が明快で，最先端の論文にもとづく現時点での論理段階が示されるとともに，議論の多い仮説

については論争が分かりやすいように的確な紹介が施されており，大学の教科書にしても，また専門書と

しても相応しい内容をもっている。いくつかの章について内容を紹介しておこう。

第１章の陸上植物の始まりでは，陸上植物がいつ，どこで，どんな方法で上陸したのか，そして，どの

ようにして有旺植物になったかが述べられる。言うまでもなく陸上植物は，受精によって生まれた庇を常

に植物体に持つことで特徴づけられるが，このことを直接裏付ける植物化石資料はなかなか望めない。そ

こで，上陸した植物が陸地の環境に適応して獲得しなければならなかった性質について検討が進められ

る。現生のシャジクソウ植物との比較が試みられる。

第２章の初期の陸上植物たちでは，最初の陸上植物と近縁な植物の種類や特徴が述べられる。ここでは

進化の遅い現生の植物群である維管束を持たないコケ植物と維管束を持つシダ植物についてまず触れられ

る。そこで，これまで初期の維管束植物と考えられてきた「ライニー植物」について，最近の再検討の結

果を紹介しながら，その実体は維管束を持たない植物群をも含んでいたことが紹介される。それらの再検

討を踏まえて諸形質を分岐分類的にみた系統関係が紹介される。

第９章の現在の裸子植物と第10章の被子植物の始まりでは,とくに重要な生殖を中心にその特徴が網羅

的かつ各論的に述べられ，たいへん理解しやすい。もちろん第７章の種子の始まりは，陸上植物の第２革

命として重要であるのが，定説である。

第１２章の被子植物の分類と系統では,今日も大きな問題とされる単子葉植物の起源について諸説が明快

に紹介されている。

陸上植物の進化における２大革命，すなわち維管束を持つこと，そして種子をもつことをめぐって新し

い研究成果がみなぎっており，植物の系統進化を学び，研究するものにとっては必読書といえる。

（辻誠一郎）


